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有田・伊万里焼の2022 新春 新作展示会が開催されました！

　毎年恒例となっている組合の加盟・登録商社を対象とした焼物の新作展示会が、去る１月１２
日～１３日の２日間に亘って焱の博記念堂など合計２0の会場で開催されました。
　中央会も毎年出張相談窓口を開設させていただいており、今年は３7の窯元が作った業務用
や家庭用の皿や茶碗などが展示されていました。
　佐賀県内はもちろん、県外からの来場もあり、盛り上がりを見せていました。

　例年、３、4、9、１0 月の時期は引越のご依頼が集中します。特に３月から4月に集中するこ
とが例年のパターンから予想されます。加えて、最近の人手不足により、混み合う時期は 「希
望日にあう事業者が見つからない」など、ご希望に添えない場合もあります。トラブルのない
スムーズなお引越しのためにも、混雑時期を外したお引越しをご検討下さいますようご理解・
ご協力をお願い致します。
　詳しくは公益社団法人佐賀県トラック協会HPをご確認ください。

公益社団法人佐賀県トラック協会からのお知らせ
分散引越にご協力をおねがいします！

※下記に掲げる者は、特定（産業別）最低賃金の適用から除外され佐賀県最低賃金の適用を受けます。
　①18歳未満又は65歳以上の者
　②雇入れ後6月未満の者であって、技能習得中のもの
　③清掃又は片付けの業務に主として従事する者

最 低 賃 金 （業種別）

時間額
８21円
８96円
８67円
８22円

最低賃金の件名
佐賀県最低賃金
一般機械器具製造業関係
電気機械器具製造業関係
陶磁器・同関連製品製造業

特定（産業別）
最低賃金

効力発生日
令和3年10月 6日（改定前792円）
令和3年12月31日（改定前８70円）
令和3年12月1８日（改定前８39円）
令和3年12月 9日（改定前793円）



年 頭 の ご 挨 拶

　新年、明けましておめでとうございます。
　皆様におかれましては、令和４年が輝かしい年になれと、大きな期待を寄せながら新年をお迎えになったこ
とと存じます。また、中央会の事業運営につきましては日頃から格別のご高配を賜り、厚くお礼を申し上げる
とともに本年もよろしくお願い申し上げます。
　さて、この２年間、拡大化・長期化した新型コロナ感染症により、多くの企業は、これまで経験したことの
ない厳しい経営のかじ取りを強いられ、中でも人の動きに直接関連するサービス業や小売業をはじめとしてあ
らゆる業態において、まだまだ力強い回復の兆しを感じることができない状況にあります。
　とりわけ、中小・小規模事業者にとっては、人手不足や後継者難、働き方改革への対応、原材料の高騰な
ど課題が山積している中、まだまだ収束に至らない新型コロナ感染症の影響、そして追い打ちをかけるよう
な相次ぐ大規模自然災害の発生は、企業にとって事業継続や規模縮小といった、大きな決断を迫られる問題
をはらんでおり、傷んだ経済を立て直すための施策がスピード感もって実行されることを期待しているところで
ございます。
　こうした中、昨年６月、コロナ後に向かって新たな発想で事業の変革に挑む企業を支援する目的で創設・
予算化された、総額約５億円超の「佐賀県中小企業新事業チャレンジ支援補助金」は、県内の支援機関の
ご協力のもと、実に４７６件の応募をいただくことができました。事業着手から短期間でありながら、多くの企
業の皆様から応募をいただいたのも、ポストコロナ・アフターコロナの不透明感に対して不安感を払拭し、難
局に立ち向かおうとする中小企業の強い気持ちの表れではないかと思うところでございます。
　また、本来ならば昨年は、９月に中小企業団体九州大会・佐賀大会を開催する予定でおりましたが、新型
コロナウイルス感染症の第５波のまっただ中ということもあり、止む無く中止し、書面議決方式による大会とし
ました。しかしながら、おかげを持ちまして、九州・沖縄の各県から提出された８分野４７件の議案、大会宣言案、
決議実行委員選任、次期開催地決定（令和４年度は長崎で全国大会開催のため、九州大会の次期開催地（令
和５年度）は宮崎県と決定）のすべての議案に対して賛成をいただきました。その後の陳情活動におきましても、
中小企業・小規模事業者の窮状を訴え、要望事項への強力な後押しを期待しているところです。
　いずれにしましても、こうしたコロナ禍においても、時代のニーズは常に変化しております。ウィズコロナ、
アフターコロナの先には、中小企業と言えども、ＤＸやカーボンニュートラル、ＳＤＧｓへの取組みといった、
今までとは次元の違う避けては通れない経営課題が控えております。
　新たなニーズに応えて行くには、より一層の自助努力に加えて組合組織の原点である相互扶助の精神に立
ち返り、今こそ団結がなせる相乗効果を強力に発揮していくための努力が求められるところです。
　中央会といたしましては、組合等の連携組織が持っている企業同士の「つながる力」を大いに発揮させて、
一層の提案力を高め、伴走型の支援活動を展開することにより、中小企業・小規模事業者の力強い成長と発
展を支援していく所存でおります。皆様には、引き続きご支援・ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げ
ます。
　厳しいコロナ禍ではありますが、一刻も早く新型コロナ感染症が収束し、その後の皆様方の事業が着実に
推進されるとともに、新たな事業展開につなげることができるような年になることを心から祈念いたしまして、
新年のご挨拶とさせていただきます。

佐賀県中小企業団体中央会
会長　内　田　　　健
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　明けましておめでとうございます。令和４年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　昨年６月に会長として再任頂き、１１月には本会創立６５周年記念式典を開催することができました。
これもひとえに会員皆様方の日頃のご支援やご協力のお陰であると深く感謝申し上げます。
　昨年は、長引く新型コロナウイルス感染症の感染拡大による行動制限等の影響を強く受けて実に苦
しい１年でした。世界的な半導体不足や原油、金属、食料原材料等の価格高騰、豪雨・台風等の自然
災害の発生、深刻化するデジタル人材不足、事業承継問題等により、中小・小規模事業者を取り巻く
経営環境は、対面サービス業を中心に深刻な影響を被りました。ワクチン接種の進展等により感染者
数は減少したものの、依然予断を許さない状況が続いています。岸田新政権が昨年１１月に閣議決定し
た「コロナ克服・新時代開拓のための経済対策」の実効に期待を寄せているところです。
　このような状況の中、中小・小規模事業者にとって喫緊の課題である生産性向上や経営強靱化は急
務であり、そのためには、個社ごとの経営努力に加え、中小企業組合をはじめとした共同化、協業化、
企業間連携を通じた戦略的な取組みが重要になります。
　昨年１１月２５日に神奈川県のパシフィコ横浜国立大ホールにて開催した第７３回中小企業団体全国大会
では、萩生田経済産業大臣等多数のご来賓をお迎えし、全国各地から中小企業団体の関係者約１，７００名
が参集し、
Ⅰ．　中小企業・小規模事業者等の生産性向上・経営強靱化支援等の拡充
Ⅱ．　中小企業・小規模事業者の実態を踏まえた労働・雇用・社会保険料対策の推進
Ⅲ．　中小企業・小規模事業者の積極的な事業活動を支える環境整備

の実現に向けて、共に取り組むことを決議しました。
　大会後の「感謝の夕べ」にご臨席賜りました岸田内閣総理大臣からは、ものづくり補助金の中央会
の事務局としての活動と生産性向上の具体的な事例に言及され、謝意を頂き、中小・小規模事業者の
発展を支援する中央会への期待が表明されました。この岸田内閣総理大臣の中小・小規模事業者への
期待や支援に応えるためにも、組合組織が持っている企業同士の「連携力」を大いに発揮し、中小・
小規模事業者が誰一人取り残されることのないよう全力で取り組んで参ります。
　とりわけ、ポストコロナを見据えた新型コロナウイルス感染拡大防止と経済活動の両立、デジタル化・
グリーン化への起動、事業再構築・生産性向上、災害対策、事業承継、事業再生などの最重要課題に
ついては、会員の皆様との連携を一層強化し、対応してまいります。
　結びに、本年が中小企業組合と中小・小規模事業者の皆様にとりまして、一刻も早く安心して事業
活動を行う環境が整いますとともにコロナ禍から立ち直り、新たな飛躍への足がかりとなる１年とな
りますことを心よりご祈念申し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

　� 令和４年元旦　

年頭に当たって

全国中小企業団体中央会
会　長　森　　　　　洋
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年 頭 所 感

　令和４年の新春を迎えるにあたり、所感の一端を申し述べて年頭のご挨拶とさせていただきます。
　昨年は新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、全国各地で緊急事態宣言などが断続的に発令され
る中、飲食や宿泊関連などの対面型サービス業を中心に深刻な影響を受けました。さらに、中小企業の過剰
債務解消に加え、政府が進めるカーボンニュートラルへの対応、自然災害に備えた事業継続計画の策定など、
中小企業の経営課題は、従前にも増して多様化しています。
　このような中、私ども商工中金は、危機対応業務の指定金融機関として、制度を的確に運用しつつ、影響
を受けられた中小企業の皆さまの個別の実情に応じた懇切・丁寧な対応を行うとともに、資本性劣後ローンを
活用した財務基盤の構築にも取り組んでまいりました。
　低炭素経済への移行や社会のデジタル化等の大きな変革も見据えて、引き続き真にお客さま本位かつ長期
的な視点で、中小企業及び中小企業組合の企業価値向上に貢献してまいります。
　具体的には、産業構造や社会の大きな変革を見据えた事業再構築や新事業への進出、業務のデジタル化、
経営改善、事業再生などに取り組む中小企業の皆さまに対する支援を重点的に行ってまいります。日ごろから
のリレーションを一層強化し、地域金融機関や外部専門機関との連携・協業を密に行いながら、お客さまの
経営課題に対応してまいります。
　また、こうしたビジネスモデルを支える屋台骨として、引き続きコンプライアンスの徹底や内部管理態勢の
強化に取り組むとともに、職員の能力を最大限に発揮するため、ダイバーシティの推進やインクルージョンを徹
底してまいります。
　「中小企業による、中小企業のための金融機関」として、皆さまから信頼され、支持され、これまで以上
にお役に立てるよう、役職員一同、全力で努力を続けてまいりますので、今後とも格別のご指導とお引き立て
を賜りますようお願い申し上げます。
　年頭にあたり、皆さまのご繁栄とご健勝をお祈りいたしましてご挨拶といたします。

商工中金
代表取締役社長　関　根　正　裕
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　令和３年１１月２５日(木)、神奈川県横浜市「パシフィコ横浜　国立大ホール」において、「第７３回中小企
業団体全国大会」が開催されました。本年度の全国大会は、新型コロナウイルス感染症対策を十分に行っ
た上で開催され、全国から中小企業団体の代表者約１,７00人（本県からは５名）の参加があり、活気のあ
る大会となりました。
　第７３回を迎える本大会は、「人を「絆ぐ」・組織を「結ぶ」・地域を「紡ぐ」～ポストコロナは変革の時代、
連携と革新で跳躍する中小企業へ！」をスローガンに掲げ、中小企業・小規模事業者が新型コロナウイル
スによる難局を乗り越え、地域経済を支え続けるため、必要となる支援策等３4の事項について決議を行い
ました。

「第７3回中小企業団体全国大会」開催

“人を「絆ぐ」・組織を「結ぶ」・地域を「紡ぐ」”
～ポストコロナは変革の時代、連携と革新で跳躍する中小企業へ！～
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次回の「第74回中小企業団体全国大会」は、長崎県長崎市で開催されます。
・開 催 日：令和４年（2022年）11月10日（木） 
・開催場所：出島メッセ長崎（長崎市尾上町4-1） 
・主　　催：全国中小企業団体中央会・長崎県中小企業団体中央会

　今回は新型コロナウイルス感染拡大防止の対策として、残念ながらツアーを中止いたしましたが、今年は多くの会員
の皆様と一緒に参加できることを楽しみにしています。

佐賀県商店街振興組合連合会
理事長　喜多島　俊一 氏

組合功労者

佐賀県ソフトウェア協同組合
理事長　菰田　秀三 氏

優良組合

「第７3回中小企業団体全国大会」被表彰者のご紹介（佐賀県関係者）

5



商店街の
このお店 ＳＡＧＡしてみらんね 寄ってみらんね　ＳＡＧＡしてみらんね 寄ってみらんね　

「赤門堂」

BAR YAWD

お店紹介

お店紹介

おすすめ商品

おすすめメニューは？

住　所：鹿島市高津原4304-4
ＴＥＬ：080-4310-8585
営業時間：11：00～15：00　
　　　　　20：00～ 2：00
定休日：毎週木曜日

今回は『鹿島スカイロード商店街』を取材しました。ご協力ありがとうございました。

創業（昭和２4年）以来鹿島の銘菓に加え、常に新しい試
みを怠らずお菓子製造に励んでいます。
１994（平成6）年鹿島市の街路事業にともない店舗を一
新し、四季のお菓子と郷土銘菓のお店としてオープン。
健康に配慮した体に良い素材を用いた銘菓の製造と販売
を行っています。

ジャマイカに滞在していた店主の中尾さんが地元鹿島市
に開いたお店です。
隠れ家的なお店です！見つけにくいお店ですが、赤門堂さ
ん横の狭い通路を勇気を出して進んでみてください。

住 所：鹿島市高津原4305-6
ＴＥＬ：0954-62-3446
営業時間：9：00～19：00
定休日：毎週水曜日

ジャマイカで学んだスパイスや調理法でここでしか味
わえないピリッと辛くて癖になる味です。

肥前鹿島　兄弟ぼうろ

ジャークチキンとヤードライス

奴黒兵衛（黒糖）、奴白兵衛（生
姜蜂蜜）は定番の人気商品です。

食物繊維で小腹満足  「コバラボーロ」
レンジで数秒温めてオリーブオイルを
つけたり、チーズやジャムのトッピン
グをしたりするのがおすすめ。

★1月下旬新商品発売
「若い方にも手に取ってほしい」との想いで作られました。

鹿島産かぼちゃを使用した  
「幸せの黄色いぼうろ」

寅年はトライの年。
有田工業高校漫画研究部との
共同制作ぼうろの魅力を伝え
る絵本も近日完成します。
皆さんに喜んでいただけるよ
うに日々挑戦。ぜひご期待く
ださい。 （店主　福山さん）

ジャマイカならではのお酒
（ラムやビール）を取り揃え
ています。「YAWD」はジャ
マイカ語で「家」という意味。
家みたいにどうぞくつろい
でください。
 （店主　中尾さん）
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　和多屋別荘は創業71年目を迎える、嬉野市の老舗温泉旅館です。コ
ロナ禍以前は、観光バスで来館される団体客が6割を占め、満館時には
18部屋の宴会場が埋まるほどの賑わいがありましたが、昨今の感染拡大に伴い、団体旅行客は激減、インバウン
ドのお客様も来られない状況が続き、1か月の休館を余儀なくされるなど、厳しい経営状況の中にありました。 
　しかし2021年11月3日、和多屋別荘は大きく生まれかわります。今までの「団体旅行」から「個人型旅行」へと、
大きく舵を切り、Reborn Wataya Projectとして7つのショップを新規オープンさせました。中でも世界的に著
名なフランス人パティシエPIERRE HERMÉ（ピエール・エルメ）によるコンセプトブランド「Made in ピエール・
エルメ 和多屋別荘」のオープンは、県内初出店ということもあり大変話題になりました。出店のきっかけは、以
前より和多屋別荘と深いつながりにあった嬉野市の茶農家である北野茶園が、オーガニックのお茶でマカロンを
作りたいという「ピエール・エルメ」の要望に応えたことが始まりです。企業誘致をしたのではなく、人と人と
のつながりが出店に結びついていきました。「ピエール・エルメ」ではマカロンや生産者とのコラボレーション商
品を展開するほか、併設の「ローカルデリカテッセン季

き せ つ
節」では、洋食料理人が厨房で作った惣菜や水明荘プリ

ンなどのスイーツ、県産品の加工食品なども販売しています。デリカにはイートインスペースもあり、1泊朝食付
きプランのお客様やワーケーションのお客様のランチとしても利用でき、ショップがフロント横にあることから、
宿泊客でなくとも入りやすく購入できるようになっています。今後は、和食料理人考案のメニューなどの新しい
展開も考えているとのことです。

　「BOOKS&TEA 三
さん

服
ぷく

」は、実際に茶農家の方が淹れたお茶を飲みながら本
を読めるスペースとしてオープンしました。今まで使っていなかった旧玄関
を活用し、美しい欄間やステンドグラスを生かした空間演出がなされていま
す。店内には諸富家具ブランドARIAKEのテーブルセットが使われているほか、
隣接のセレクトショップ「設

せつ
」では、名産品の嬉野茶のほか肥前吉田焼「224」

や有田の李荘窯の陶磁器などが並び、佐賀の魅力が随所に感じられるセレク
トになっています。
　「泊まる」から「通う」へ、この大胆なコンセプトの転換は、発案から1年
ほどで実現まで至ったとのこと。宿だけをアピールするのではなく、地域と
して盛り上がっていくことがお客様のリピートにつながっていくという考え
のもと、県産品にこだわった革新的なプロジェクトになっています。佐賀に

お住まいの方もぜひ和多屋別荘に通ってみてはいかがでしょうか？
※なお、「ローカルデリカテッセン季

き せ つ
節」プロジェクトの一部にて、佐賀県中小企業新事業チｬレンジ支　援補助

事業を活用されています。
 取材協力：和多屋別荘　常務取締役　増田秀之様

泊まるから通うへ　Reborn Wataya Project

Information
和多屋別荘　〒84３-0３0１　佐賀県嬉野市嬉野町下宿乙７３8　TEL：09５4-4２-0２１0　FAX：09５4-4２-0１08
　　　　　　URL：https://wataya.co.jp/

ピエール・エルメ ローカルデリカテッセン季設 セレクトショップ「設」

「BOOKS&TEA 三服」

組合トピックス

和多屋別荘
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　 =良い（DI>３0%）、　 =やや良い（３0%≧DI>１0%)、　 =変わらない（１0%≧DI>−１0%)
　 =やや悪い（−１0%≧DI>−３0%)、　 =悪い(DI≦−３0%)

景況NEWS
令和３年11～12月分

　中央会では、県内36業界より情報連絡員を委嘱し、毎月その業界の景況等についてご報告を頂
いております。
　ご報告頂いた令和3年11～12月分の景況は下記の傾向を示しています。
　なお、全国中央会が取りまとめている全国の調査結果をご希望の方は本会までご連絡下さい。
全国中央会ホームページ（https://www.chuokai.or.jp/keizai.aspx）からもご覧いただけます。

11月、12月の傾向

佐賀県内中小企業36業界の景況

　今期（11-12月期）の景況調査結果について＜前月比＞DI（全業種）でみると、新型コロナウイルスの感染状況が落ち着
きを見せたことから、主要指標「売上高」は、11月でプラス27.7、12月はプラス31.4と改善した。「収益状況」は、11月
でマイナス5.5であったが、12月は11.5となり17.0ポイント改善した。「業界の景況」については、11月、12月共にマイナ
ス2.8となり、10月のマイナス13.9より改善した。
　一方、＜前年同月比＞DI（全業種）をみると、「売上高」については、11月はプラス30.6となったが、12月はプラス8.5となった。

「収益状況」については、11月はマイナス8.3であったが、12月はプラス11.4となり、平成28年7月の6.3ポイント以来の
プラス値となった。「業界の景況」については、11月はマイナス11.1、12月はマイナス8.6で、10月に比べると若干改善は
見たものの、原材料や燃料費の高騰、新型コロナウイルス変異株オミクロン株の感染拡大への懸念から低調に推移している。
 （グラフ参照）

前　　月　　比 前 年 同 月 比

→ → → DI 評価 → → → DI 評価
売上高

[DI]=[増加]−[減少]
44.4% ３8.9% １6.７% ２７.７% ５２.8% ２５.0% ２２.２% ３0.6%
５4.３% ２２.8% ２２.9% ３１.4% ３７.１% ３4.３% ２8.6% 8.５%

在庫数量
[DI]=[減少]−[増加]

4.0% 9２.0% 4.0% 0.0% ２0.0% 68.0% １２.0% −8.0%
8.３% ７9.２% １２.５% 4.２% ２0.8% 66.７% １２.５% −8.３%

販売価格
[DI]=[上昇]−[低下]

１6.７% ７７.７% ５.6% １１.１% ２２.２% 6３.9% １３.9% 8.３%
２0.0% ７７.１% ２.9% １７.１% ２8.6% 6２.8% 8.6% ２0.0%

取引条件
[DI]=[好転]−[悪化]

５.6% 88.8% ５.6% 0.0% ２.8% 8３.３% １３.9% −１１.１%
２.9% 9１.4% ５.７% −２.8% ５.７% 8５.７% 8.6% −２.9%

収益状況
[DI]=[好転]−[悪化]

１３.9% 66.７% １9.4% −５.５% ２５.0% 4１.７% ３３.３% −8.３%
２２.9% 6５.７% １１.4% １１.５% ３１.4% 48.6% ２0.0% １１.4%

資金繰り
[DI]=[好転]−[悪化]

５.6% 8３.３% １１.１% −５.５% ５.6% ７５.0% １9.4% −１３.8%
１１.4% ７７.２% １１.4% 0.0% １１.4% ７4.３% １4.３% −２.9%

設備操業度
[DI]=[上昇]−[低下]

１３.３% 66.７% ２0.0% −6.７% ２0.0% 66.７% １３.３% 6.７%
２6.７% 60.0% １３.３% １３.4% ３３.３% 60.0% 6.７% ２6.6%

雇用人員
[DI]=[増加]−[減少]

8.３% 88.9% ２.8% ５.５% 8.３% 8３.4% 8.３% 0.0%
２.9% 94.２% ２.9% 0.0% ５.７% 8２.9% １１.4% −５.７%

業界の景況
[DI]=[好転]−[悪化]

１１.１% ７５.0% １３.9% −２.8% １１.１% 66.７% ２２.２% −１１.１%
１4.３% 68.6% １７.１% −２.8% １７.１% ５７.２% ２５.７% −8.6%

●DI［景気動向指数］値（全業種）� 上段が１１月分、下段が１２月分

（調査票取りまとめ：令和4年1月14日　情報連絡員総数36名：11月回答数36名：回答率100.0％、12月回答数35名、回答率97.2％）
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■  佐賀県菓子工業組合　理事長　中原正博　氏
　 コロナウイルスの感染の減少にともない、土産品関係等の商品

も前年同月、前月に比べ、徐々に戻り始め、観光地や人が集ま
る関連施設など全体としての需要は上向き傾向になってきた
が、本来の菓子需要期の需要ではなく、また感染減少傾向のコ
ロナ禍でも事業所の販売する地域、販売形態、販売商品に景況
の温度差が出ている。それに原材料関係の価格の高騰やその他
製造経費等を含む経営コストが上昇してきているので、その分
厳しさは増している状況になってきている。（11月）

　 　今月もコロナウイルスの減少傾向にともない、菓子の需要、
土産品関係等の商品も戻り始め微増傾向になった。クリスマス
関連商品も安定した需要があり、年末商品の需要も増加し、上
向き傾向になってきたが、原材料、包装資材関係の価格が高騰
し、コロナ禍の需要の先行きが不安定の中、製造コストが増し
ている状況になってきているので厳しい環境になっている。今
後は安心で、安全な商品を安定的に供給していくためにも、価
格、規格の変更は避けて通れない状況になってきている。（12
月）

■佐賀県酒造協同組合　事務局長　山﨑みち子　氏
　 　10月末ごろから首都圏や他の大都市圏からの注文が入り始

め、11月に入り県内の業務用もやっと動き始めました。酒蔵
によっては新酒も出ており、季節的にも日本酒の需要期に入り、
全体的に売り上げが伸びてきております。このまま年末まで順
調に伸びていく事を期待するばかりです。（11月）

　 　組合員については、全国的にコロナ感染が落ち着き、県内・
県外とも出荷が増え売り上げも前年と同様、もしくは増加して
いる組合員もある状況です。また海外輸出については前年対比
150％と顕著にのびております。組合としては国内がコロナ前
のようになるのを待つのではなく、withコロナでの需要拡大
のための戦略をたて事業を行っております。（12月）

■佐賀県漬物工業協同組合　理事長　川原啓秀　氏
　 　コロナ感染者数が減り今月より動きが活発化してきたが、オ

ミクロン株の動向が気になるところだ。業務用需要の動きが活
発になってきたが、まだ本格的に回復傾向とは言えない。

　 　輸入原料がストップしているために年末需要に向けた製品づ

くりができないところも出始めている。コロナによる輸入の物
流コストや燃料費の高騰により様々な資材原料の値上げ要請が
来ており、この資材高騰の部分をどのタイミングで製品価格に
転嫁すべきか、各社判断に苦しむ状況である。（11月）

　 　コロナ感染者数が減り11月より動きが活発化して売上がコ
ロナ前よりもいい状況だった。業務用需要の動きも活発になっ
て本格的な回復傾向といえる。新型のオミクロン株の動向が気
になるところだ。

　 　コロナによる輸入の物流コストや燃料費の高騰により様々な
資材原料の値上げ要請が来ており、この資材高騰の部分をどの
タイミングで製品価格に転嫁すべきか、各社判断に苦しむ状況
である。（12月）

■佐賀県製粉製麺事業協同組合　理事　井上義博　氏
　 　12月20日より小麦粉価格が値上がりする。（11月）

■嬉野茶商工業協同組合　理事長　中山明則　氏
　 　徐々に売上が回復している。しかし、まだコロナ前にはなっ

ていない。組合ではふるさと納税の商品は堅実で出ている。こ
ういう時にこそうれしの茶の宣伝に力を入れたい。（11月）

　 　12月は年々お歳暮の動きが悪くなっている。コロナで単価
が下がり、お歳暮をしない家庭が多くなっているようだ。今年
度はコロナが落ち着いてくれるのを期待している。

　 　しかしながら、コロナ前と消費者の行動や意識が変化してい
るようなので、それに合う新しい茶の商品に期待している。

　（12月）

■諸富家具振興協同組合　副理事長　平田尚二　氏
　 　秋のインテリア関連見本市が、ウィズコロナの状況下ではあ

るが東京ビッグサイトで開催された。例年通りの集客まではい
かないが、約３割減の来場があった模様である。11月に商談
で東京へ出張する機会があったが、いつもと変わらないような
賑わいが戻りつつあると感じた。

　 　インテリア業界の状況は、コロナ前にほぼ戻っているような
状況ではないだろうか。ネット販売の売り上げもひとまず踊り
場に差し掛かり、店舗販売も戻りつつある状況である。原材料
の高騰によるコストアップも、価格転嫁へ各社が動き始めてい

前月比ＤＩの推移（全業種）

前年同月比ＤＩの推移（全業種）

●DI〔景気動向指数〕値の推移
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る状況である。
　 　まだまだコロナによる混乱が収束したわけではないが、徐々

に回復の兆しが見えている状況ではないだろうか。しかし、
11月末に発生し始めている新たな変異株が心配ではある。

　（11月）
　 　国内のコロナ感染状況が落ち着いた数字を維持している状況

下、年末の商戦に対しての家具消費は、コロナ前の状況に戻り
つつある。個人消費、法人向けの設備向けと需要増の兆しが見
えてきた。今後、政府の景気対策が期待される。しかしながら、
コロナに伴う国際物流や輸入資材及び原油高の影響は未だ拭え
てない状況である。メーカー各社の価格改定も徐々に進められ
ているが、この影響が悪い方向にいかないことを願う。（12月）

■佐賀県紙業振興協同組合　事務局　松尾雄一郎　氏
　 　売上が伸び悩んでいる中で、燃料費、副資材の値上りが収益

を圧迫しはじめている。（11月）

■�佐賀県印刷工業組合　理事長　真崎俊夫　氏
 　 　前年同月比では、売上高は平均で10%程回復している。し

かし、材料費の値上げ、原油価格の高騰などにより収益状況に
は影響が出ている。１月には製紙会社も15%の値上げを断行
する為、その影響による収益悪化が予測される。印刷価格の見
直しを組合として足並みを揃えていかなければと思う。（11月）

　 　12月は年末商戦が少し回復し、前月比、前年同月ともに増
加した。しかし、オミクロン株による第６波を考えるとこの状
況も長く続かない事も予測される。

　 　また、先月同様材料費などのコストアップ等で影響を受けて
いる組合員も多く、売上が下がると収益状況が悪化する懸念も
ある。印刷価格の早急の見直しが課題である。（12月）

■佐賀県陶磁器工業協同組合　総務課長　梅﨑泰志　氏
　 　10月の緊急事態宣言解除後は、生地や顔料を取り扱う事業

所において受注増という声が聞こえ、復調し始めたかのように
思えたが、共同販売事業の取扱高から考察すると、依然として
業務用食器市場の動きは鈍い。

　 　引き続き、ECでの動きは活発。加えて、11月下旬に開催さ
れたリアルイベントでも集客状況は良く、消費地での催事にお
いても「やっと商品を手にとって購入できる」という声が多く
あがっていたようだ。（11月）

　 　これまで同様ECやふるさと納税返礼品の動きは活発。業務
用食器市場においても緩やかではあるが一部動き始めたように
思える。

　 　新たな変異株による感染再拡大が今後の歓送迎会シーズンの
取引にどのような影響を及ぼすのか、また、原材料価格改定の
動きが出始めているので、併せて今後の動きを注視していきた
い。（12月）

　
■肥前陶土工業協同組合　事務局長　一ノ瀬秀治　氏
　 　11月の陶土共同販売高は、対前年同月比約102.9%、対前月

比約99.6%、対前々年同月比90.5%で推移する見込み。動き
出すのかなという感じはあったのですが、トーンダウンした感
じがします。まだまだ最低限の動きしかしていない印象なので
すが、動きに停滞感が出始めているように思います。変異ウイ
ルスオミクロン株への警戒感からなのでしょうが、先行きが心
配されます。（11月）

　 　12月の陶土共同販売高は、対前年同月比約99%、対前月比
約90%、対前々年同月比約94%で推移する見込み。変わらず
最低限の動きを継続中といった感じです。

　 　ここにきて、懸念されていた第六波が現実味を帯びてきてい
て、それによる影響が心配されるところです。また、諸資材、
副原材料、機械装置など価格上昇傾向にあり、収益を圧迫しつ
つある。コロナ禍の厳しい状況下ではあるものの、継続の為に
も価格の調整をお願いする時期にきているようにも感じます。

（12月）

■佐賀大和工業団地協同組合　事務局長　中村耕三　氏
　 　当団地は、金属加工、機械部品製造、印刷業の企業が主であ

るが、売上は前月比、前年同月比とも減少傾向の割合が高かっ
た。反面、収益状況は、前年同月比では好転の割合が高かった。
機械部品製造業では、令和3年は、鋼材の仕入れ価格が３度に
亘り値上げが実施され、この１年で約２～３割上昇し、原価管
理が厳しい企業もあった。

　 　当団地での共同受電（19社中17社が利用）電力使用量合計
の推移は、前年同月比が10月113%、11月111%で推移し、
12月も104%と増加傾向を継続した。また、コロナ禍前の2年
前の同月比では、10月113％、11月97%で推移したが、12月
は110%と増加傾向に戻った。（12月）

■唐津鉄工団地協同組合　事務局長　渡邊浩布弥　氏
　 組合全体としては前月、前年とも不変であるが、業界の景況が

悪化し、売上、販売価格の上昇と一部好転と逆に悪化がみられ
る。（11月）

■協同組合戸上会　専務理事　牟田秀敏　氏
　 　下半期も原材料、燃料の高騰が続いており、燃料費が著しく

利益への影響が大きい。（11月）
■協同組合鳥栖商工センター　事務局長　松雪大輔　氏
　 　新型コロナ感染者数が増加している事の影響が気がかりで

す。（12月）

■肥前陶磁器商工協同組合　専務理事　藤　雅友　氏
　 　11月は、先月比116.81%、前年対比123.60%。全体的に

見て前年対比売上アップしている組合員が増えてきているよう
だ。コロナ感染の縮小を受け、定番商品以外にも、年末商戦や
迎春向けの商品に向けての引き合いが増えてきた。只、注文が
入ってきているのは良いが、納期が厳しい面も見られる。

　（11月）
　  　12月は先月比106.37%、前年対比117.99%。
　 　コロナ感染が縮小に伴い、飲食サービス関連で広く改善の動

きがあったことを受け、組合員に改善の動きが見られた。
　 　また、海外向けやふるさと納税関連商品などにも動きが見ら

れ共販高をけん引した。（12月）

■佐賀青果食品協同組合　理事長　眞﨑喜隆　氏 
　 　11月の初めは、コロナ患者も減少してきた。青果物に関し

ても適量、適値で安定してきたようである。ただ北海道産につ
いては農作物が不作であり、玉ねぎやメークイン（ジャガイモ）
は今までにない高値での取引となっている。

　 　飲食店等はまだまだ厳しいようで、以前のようにはならない
ようである。

　 　価格は安定してきたものの、小売りや飲食店への納入につい
ては以前のようにはならない。第6波が必ず来るとの報道が気
になっているのか、なかなか以前の売上には戻っていない。外
国ではコロナ患者が多くなっていて、又新型ウイルスオミクロ
ン株が国内においても確認され、国内で流行しないでほしいと
思っているところです。

　 　やっと会議や、懇談会も増えだしたのに、またオミクロン株
が蔓延すると思うとやりきれない思いです。青果物の販売や納
品が又減少するのかと思うとショックである。（11月）　

　 　12月に入り、野菜は思うようには高値とならず安定してい
たが、果物はイチゴ、リンゴ、メロン、ミカン等高値で推移した。

　 　年末になるとイチゴなどは暴騰して高値続きとなり、他の果
物も品薄で、果物は超高値となった。個人商店にとっては大変
厳しい年末であった。

　 　また、コロナも新しいオミクロン株が出始めて懸念される。
県内では、まだ出ていないがこの先どうなるのか心配である。

（12月）

■協同組合ショッパーズかんざき（鮮魚）　理事　坂田重利　氏
　 　シケが続き入荷量減少。安定した価格が見込めなかった。最

近特に魚離れが目立ってきた。養殖物の魚価が値上がりし始め
た。（11月）

　 　年々家庭で正月料理を作る習慣が薄れるようだ。おせちの鉢
盛、オードブル、寿司鉢盛、刺身の盛合せ、昨年に比べ多かった。

　 　養殖物、タイ、ハマチ、ぶり、車えび等の値上で販売価格に
影響有り。天然物ではぶり、生子の減少。

　 　新型コロナオミクロン株の感染状況によっては売上減少が考
えられる。（12月）

■佐賀県石油商業組合　専務理事　光武　繁　氏
　 　ガソリンが7年ぶりの高値。11月15日調査で佐賀県は168.9

円/ℓ（レギュラー）。原油高騰で仕入価格上昇、販売価格上昇
で減販が続く。

　 　政府がガソリン170円超えで補助金（元売会社等へ変動幅に
応じて5円を最大に補填）を11月19日に閣議決定。燃料油価
格激変緩和時限措置。小売価格はSS事業者が自ら決めるもの
で、値下げ強要ではない。（11月）

　  　ガソリン価格等の高止まり続く。７年ぶりの高値。
　 　先月に対し、今月は天候も良く、新型コロナウイルスも沈静

化し、販売量が少し戻った様子。（12月）

■佐賀県食肉事業協同組合　事務局長　吉田さおり　氏
　 　コロナ感染者数の増加に伴う自粛等が行われるようなら、い

くらかの影響はあると危惧している。（12月）

■鳥栖本通筋商店街振興組合　理事長　緒方俊之　氏
　 　11/29花壇の苗植えを行った。人流もコロナ前の状態に戻り

つつあるように感じる。（11月）
　 　特に変化なし。飲食店からは、少人数の予約は週末を中心に
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入るが、大人数での忘年会などの予約が入らないのでコロナ前
の売上げには戻らないと聞く。厳しい状況は続くが、商店街の
空き店舗には割とすぐに飲食店がオープンする。（12月）

■伊万里駅通商店街振興組合　副理事長　本岡一蔵　氏
　 　商品の値上りと欠品は続いています。売上も前年度より下

がっています。コロナウイルスの影響が色々と出ています。
　（11月）

■佐賀県自動車整備商工組合　専務理事　保利昌宏　氏
　 　自動車整備事業の社会的な使命を果たすためには、税制改正

等の事業者支援が必要不可欠であることから、令和4年度税制
改正等に関して、上部団体の日本自動車整備振興会連合会から
国土交通省に対し次のとおり要望した。

　Ⅰ税制改革等要望
　　１． 自動車関係諸税については、簡素化・負担軽減の観点から、

受益と負担の関係も含め早期に見直していただきたい。
　　２．  経年車に自動車関係諸税を重課する制度を廃止されたい。
　　３． 自動車整備技術の高度化、人材不足等の課題克服に向け

ての支援措置の拡充。
　　４．災害時における迅速かつ手厚い支援措置の拡充。
　Ⅱ税制延長要望
　　１． 廃油処理施設の油水分離装置に係る課税標準の特例措置

の適用期限の延長を認められたい。（11月）
　 　自動車整備に携わる人材の確保育成を図るための産学官によ

る令和３年度佐賀県自動車整備人材確保・育成連絡会」が年度
当初に開催され、その一環として高等学校の訪問について、昨
年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により実施できな
かったが、今年度は12月に国（佐賀運輸支局）と伴に佐賀県
内の五つの高等学校の校長等を直接訪問した。

　 　自動車整備の仕事の社会的重要性、将来性について説明を実
施したが、訪問した多くの高等学校で自動車整備の仕事や整備
士が不足している状況を理解いただき、パンフレットによる校
内での情報共有や、進路指導の際に整備の仕事を選択肢として
紹介する等の前向きな反応をいただいた。（12月）

■佐賀県クリーニング生活衛生同業組合　理事長　坂本豊美　氏
　 　正月前の衣類、冬休み中の制服のクリーニングで預かる品々

が一年一年少なくなって来ている。「今年度は特に」。（12月）

■佐賀県美容業生活衛生同業組合　事務局長　石丸忠良　氏
　 　今月は新型コロナウイルス感染症の発生が先月より更に減少

したこともあり、客足の増加傾向がみられ、売上も先月と前年
同月比ともに増加がみられた。通常であれば繁忙期に当たる
12月からの営業も、これまで通り感染対策を講じながら、こ
の時期にどこまで売上を回復させることができるか、年末年始
の美容需要に期待しているところである。

　 　全国的にコロナ感染者の発生は減少しているが、今後第6波
の感染拡大も懸念されていることから、引き続き危機感を持ち、
感染症対策を徹底するよう周知している。（11月）

　 　全国的にもコロナ感染者数が減少しており、県内でも感染者
ゼロの日が続いたため、客足も以前のように戻りつつあるよう
に思えるが、コロナ禍で長期化した来店サイクルによる客数の
減少を取り戻せている店とそうでない店との差が出ているとも
思われる。

　 　資金繰りに関しては、組合員からの融資の相談はほぼあって
おらず、国や県などの助成金を上手く活用し何とか乗り切って
いるような状態である。

　 　年末からの勢いを、イベントが続く年明けから３月、４月に
かけての回復を期待したいところだが、オミクロン株の感染状
況も踏まえ、組合としても引き続き感染対策の徹底を周知して
行く。（12月）

■唐津市旅館協同組合　理事長　松下隆義　氏
　 　前年の11月はGo toトラベルで忙しく、売上も多かったで

す。今年はコロナ禍の影響で少なかったです。（11月）　
　 　前年はGo to トラベル中止で激減でしたが、本年は前年よ

りもいくらか増加の傾向です。コロナの終息を願うばかりです。
（12月）

■佐賀県ソフトウェア協同組合　事務局担当理事　森木　武　氏
　 　コロナ感染症対応においては、第６波や新たな変異株の発生

などに対して適宜に状況を確認しながら行っているが、事業活
動の動きや営業活動は活性化してきている。

　 　公団体を中心として来年度予算の動きはほぼ終わり、３月末
期の企業は最終クオーターとして、来年度以降の営業活動が始
まるところ、IT、ICT業界ではDX等への対応もあることからビ
ジネス展開の機会としてより事業推進を図ることが肝要となっ
てきており、各社このビジネスチャンスを確保するための活動
を行う必要がある。（11月）　

　 　コロナ感染症対応については、第６波となるような状況にも
なってきているが、事業の営業活動は活性化してきたこともあ
り、対策を講じながらの活動が必要である。

　 　また、DX やデジタル化の話が業界や顧客先で話が上がるが、
まだまだ具体的な内容が薄く、言葉が先行している様子も見ら
れる。

　 　IT・ICT 業界としては、顧客ニーズにマッチした提案やサー
ビス提供を行うことで、ビジネス機会のチャンスとしていくこ
とが必要となってくる。（12月）

■�佐賀県建設工業協同組合　常務理事　島内俊幸　氏
　 　令和３年11月の公共事業は、件数では前年同月比で3.1％の

減、前月比で16.9％の減、請負額では前年同月比21.0％の減、
前月比63.1％の減となっている。

　 　令和３年10月の住宅着工は、戸数では前年同月比は23.6％
の減、前月比で1.2％の減、請負額では前年同月比は30.8％の
増、前月比で43.8％の増となっている。（11月）

　 　令和３年12月の公共事業は、件数では前年同月比で19.3％
の減、前月比で17.1％の減、請負額では前年同月比52.8％の減、
前月比32.5％の減となっている。

　 　令和３年11月の住宅着工は、戸数では前年同月比は81.7％
の増、前月比で43.9％の増、請負額では前年同月比は80.4％
の増、前月比で11.0％の減となっている。（12月）

■協同組合佐賀県鉄構工業会　事務局長　大坪一徳　氏
　＊ 業況･･･手持工事量は0.7ヶ月～6ヶ月、工場稼働率は20%～

100%と前月より減少している。鋼材価格の高騰、納期の長
期化が継続しており、業況は厳しい。

　＊ 動向･･･都市部では再開発事業等の大規模物件が増加傾向に
あり、中小物件もようやく動き出しているが、地方は需要の
端境期・コロナ禍の影響で回復が長引いている。

　＊ 問題点･･･鋼材価格の高騰、溶接材料、高力ボルト等の副資
材の値上げや調達難により鉄骨生産コストが急騰している
が、受注価格の転嫁が進んでおらず利益が確保できない状況。

（11月）
　＊ 業況･･･組合企業の手持工事量が平均２ヶ月、工場稼働率が

平均80%となっているが、企業間の格差が出ている。小物
件が減少し小規模企業の先行きが懸念される。

　＊ 動向･･･鉄骨の需要及び市況とも不透明感が出ている。鋼材
価格の上昇、納期の長期化が大きな経営負担となっており、
深刻な状況である。

　＊ 問題点･･･受注価格に鋼材、副資材の上昇分を価格転嫁が出
来ていない。（12月）

■佐賀県電気工事業工業組合　事務局長　山口光浩　氏
　　 各企業それなりに仕事量は持っているが、コロナ禍の影響で
　まだまだ先行きが見えない状況が続くと予測される。（11月）
　 　コロナ禍の影響で仕事量が減少してきているように感じられ

る。また、材料の高騰及び半導体不足等による商品不足や納期
待ち等の問題が顕著に表われはじめてきている。（12月）

■佐賀東部管工事協同組合　事務局長　大串哲也　氏
　 　10月期までの公共工事受注は、前年同月までの合計受注額

が27%の減となっていたが、11月期の受注が増加したため、
年度末までの合計受注は10%減まで取り戻せる見込みである。

（11月）
　 　12月期の受注高増により、年度末までの合計受注は10%減

まで取戻せる見込である。（12月）

■佐賀県貨物自動車事業協同組合　専務理事　大江孝文　氏
　 ⑴ 　荷動きは前月と比べ改善した。特に平ボディーのトラック

の稼働は良かったものの他の種類のトラックも悪くはないが
良くもない感じであった。

　 ⑵  　軽油価格も、前月比2円/ℓ、前年比30円/ℓ以上値上がり
した。

　　 　また、ギアオイルやディーゼルエンジンに欠かせないアド
ブルーなど原料不足等で値上がりするなど、運行コストが上
昇してきており収益的に厳しい状況である。（11月）

　 ⑴ 　季節的な要因もあり、前月より荷動きは活発であった。
　 ⑵  　軽油価格は、前月比5円/ℓ程度下がったものの、前年比

では20円/ℓ以上高い状況にあった。
　　 　また、アドブルーについては、原料不足が依然として続い

ており、先月（10円/ℓ）に続き12月も再度の値上げ要請（20
円/ℓ）が出されるなど、運行経費の上昇が続いている。

　　※ アドブルー：ディーゼルエンジンが排出する窒素酸化物を
無害化する高品位尿素のこと。2010年頃以降のディーゼ
ルエンジンには必要不可欠なもので、補給しなければエン
ジンが動かなくなる。（一般的に消費燃料の5％程度消費）

（12月）
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改正電子帳簿保存法のうち「電子保存の義務化」について、
2年間の猶予期間が設けられることとなりました！

　改正電子帳簿保存法は令和4年1月1日に施行されたばかりの法律です。今までは、電子データで受け取った請求書
等の書類について、紙での保存が認められていましたが、改正後は紙に出力して保存することは認められず、電子デー
タで保存する必要がありました。しかしながら、多くの事業者から対応が間に合わないとの声を受け、令和4年度税
制改正大綱にて令和5年12月31日まで猶予期間を設けることが発表されました。ただし、この猶予措置を受けるに
は以下の２つの条件を同時に満たす必要があります。
　①社内の対応が間に合っていないなど、やむを得ない事情がある場合
　②電子データで受領した請求書等を、税務署から提示するよう求められた際に紙で提示できる状態である場合この
　　猶予措置を受けるにあたっては、税務署への事前手続き等は不要です。しかしあくまで猶予であるため、今後２
　　年間のうちに社内システムの構築をすすめるなど、電子化への対応を進めていきましょう。

作者：はこふぐ

TG学園

①③

①ハラスメントの内容、方針等の明確化と周知・啓発
②⾏為者への厳正な対処方針、内容の規定化と周知・啓発
③相談窓⼝の設置 
④相談に対する適切な対応
⑤事実関係の迅速かつ適切な対応
⑥被害者に対する適正な配慮の措置の実施
⑦⾏為者に対する適正な措置の実施
⑧再発防止措置の実施
⑨当事者などのプライバシー保護のための措置の実施と周知
⑩相談、協⼒等を理由に不利益な取扱いをされない旨の定めと周知・啓発
⑪業務体制の整備など、事業主や妊娠等した労働者等の実情に応じた必要な措置

その言動パワハラかもあなたの会社は大丈夫ですか？
　2020年6月から大企業を対象に施
行されていた「改正労働施策総合推
進法」がいよいよ令和4年4月1日よ
り中小企業にも適用されます。
　人前で必要以上に叱責する、人は
もちろん、机やイスを叩くという行
為もパワハラに該当します。
　そのようなパワハラを防ぐための
右記の対策を講じることが義務とな
ります。

②④
■灯す屋HP
　https://tomosuya.com/
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　　　 これからの行事・イベント

◎第22回 うれしのあったかまつり
　嬉野の本通り商店街を中心に、百句百灯華灯籠や手作りの和紙灯籠が優しい光を灯し立ち並びます。期間中の
土日を中心に郷土芸能や芸能組合による踊りの披露があります。今年はランタンアートが街中に点在する予定です。
日　　程：２0２２年１月２9日(土)～２0２２年２月１３日(日)
場　　所：嬉野温泉商店街一帯
主　　催：（一社）嬉野温泉観光協会　TEL:09５4-4３-0１３７

◎第22回佐賀城下ひなまつり
　佐賀藩鍋島家伝来の雛人形をはじめ、鍋島小紋や手織り佐賀錦などのおひなさまが豪華絢爛に勢ぞろい。佐賀
市歴史民俗館や徴古館を中心として開催されます。
日　　程：２0２２年２月１１日(金)～２0２２年３月２１日(月)
場　　所：佐賀市歴史民俗館、徴古館ほか
時　　間：１0：00～１７：00
主　　催：佐賀城下ひなまつり実行委員会事務局（佐賀市観光協会）　TEL:09５２-２0-２２00

◎磁器ひいなまつり
　秘窯の里大川内山にて行われる磁器ひいな祭りです。磁器雛の展示販売などが行われます。
日　　程：２0２２年２月１２日(土)～２0２２年３月6日(日)
場　　所：伊万里市大川内山
時　　間：9：00～１７：00
主　　催：伊万里鍋島焼協同組合　TEL:09５５-２３-７２9３

◎佐賀支え愛宿泊キャンペーン第3弾
　佐賀支え愛宿泊キャンペーン第３弾について、ワクチンを接種済であること又はPCR検査等の検査結果が陰性で
あることを利用条件に、福岡県・長崎県の居住者にも対象を拡大し、予約・利用期間を令和4年３月１0日(木)まで
延長することになりました。予約・利用期間は令和３年１２月１6日(木)～令和4年３月１0日(木)まで。予算が上限に
達した場合には、期限前に終了することがあります。感染状況によっては、事業が中止または延長となる場合も
ありますのでご注意ください。

中央会職員コラム

※新型コロナの状況によっては変更や中止等もございますので、詳細は主催者にお問い合わせください。

　Linkは毎年2月号が新年号となります。今年も佐賀県中央会をよろしくお願い申し上げ
ます。
　この原稿を書いている今（1月13日）、新型コロナウイルスの変異株オミクロン株の流
行で、全国の感染者数が18,673人、佐賀県でも144人の感染者数が出たとNHKが報じ
ています。
　昨年11月から12月にかけては感染者数も随分少なくなってきて、2022年は気軽に集
まったり、旅行に行ったりできるんじゃないかと思っていましたが、またまた先行き不透
明になってきました。
　新型コロナウイルス感染症は、症状自体はインフルエンザ並みと言われているにも関わ
らず、一旦感染してしまうと周囲の人の活動を完全に止めてしまう、というところに質の
悪さを感じます。「人に迷惑をかけない」ことを美徳と思う多くの日本人のウィークポイン
トを突いてくるのが本当に嫌な感じ。全世代が安心して使用できる特効薬が無ければ、こ
の先何年もずーっとこの状況が続くのではと考えると暗澹たる気持ちになります。
　早くコロナが終息して、中央会の大事な仕事である「人と人の出会いの場を作る」こと
が気兼ねなくできる日が来ればいいなと切に、切に願う今日この頃です。（Y.Ｋ．）

　組合や組合員企業で行うイベントや
行事など、県一円に広く告知したいも
のがありましたら中央会総務部まで
ご一報ください！

使わなきゃソン！
利用料無料!!利用料無料!!利用料無料!!

タ　ダタ　ダタ　ダ
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佐賀県火災共済の“各種共済制度”

〒840-0826 佐賀市白山2-1-12　佐賀商工ビル6F
TEL 0952-24-6984　FAX 0952-24-6907

お問合せ・お申し込みは　佐賀県中小企業団体中央会

佐賀県火災共済協同組合

建物が燃えた

台風で瓦が
飛んだ

土砂崩れで家が
全壊した

歩行者にけが
をさせた

他人の車に
衝突した

けがで就業
不能になった

従業員が
けがをした

事故による休業で
売り上げが減った

＊１（共同元受）佐賀県火災共済共同組合・全日本火災共済協同組合連合会　　＊２（元受団体）全日本火災共済協同組合連合会

に関する共済 事故で搭乗者
がケガをした

病気で入院した

仕事中にけが
をした

料理中にやけど
をした

　総務省の統計によると、平成２９年の総出火件数は３万９，３７３件で、単純計算で
１日につき約１０８件の火災が発生しております（前年対比２，５４２件増加）。また、
平成３０年の西日本豪雨を代表に、近年、甚大な被害をもたらす広域災害が多数発生し、
個人・企業財産の損害リスクに備える共済（保険）の重要性が高まっております。
　火災共済では、火事で家が燃えてしまったときの補償はもちろん、台風で屋根が
飛ばされてしまった場合などの“風災”による損害や、洪水で床上浸水した場合などの
“水害”などの自然災害による損害や、窓を割られて空き巣に入られたときの“盗難”な
どの日常生活における事故も補償します。

火災や自然災害等によって、建物や家財・什器備品等に被害を受け、その損害額が数百万、数千万単位になってしまう事も珍
しくはありません。当組合では、これらの損害リスクを補償する共済をご用意しておりますので、お気軽にお問合せ・ご相談
ください。

『火災共済』
～建物に関するリスクに備える～

建物が燃えてしまった 豪雨による土砂崩れで家が全壊した台風で屋根が飛んだ 水濡れが起きた

今月の
PICK UP!

今月の
PICK UP!

本文書は共済制度の概要について記載した案内文書です。詳細につきましては、組合または取扱代理所へお問い合わせください。
なお、共済金をお支払いできない場合等につきましては普通・総合・新総合火災共済約款、および普通・総合・総合火災共済パンフレットをご覧ください。

２０１９年４月１日以降用

個人・企業の
財産

に関する共済
（建物・家財・設備什器等）

◦火災共済＊1

自動車

◦自動車総合共済
◦自動車事故費用共済

＊2

病気やけが
に関する共済

◦医療総合保障共済
◦傷害総合保障共済
◦生命傷害共済
◦交通事故傷害共済

＊2

＊2

＊2

企業・経営者の備え
に関する共済

◦労働災害補償共済
◦�中小企業者�
総合賠償責任共済
◦所得補償共済
◦休業補償共済
◦休業対応応援共済

＊2

＊2
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